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主論文 

Serum soluble OX40 as a diagnostic and prognostic biomarker for drug-induced hypersensitivity 

syndrome/drug reaction with eosinophilia and systemic symptoms 

 

血清可溶性 OX40 値は薬剤性過敏症症候群の診断および予後予測の指標となりうる。 

 

  Yasuhiro Mitsui, Satoru Shinkuma, Yuki Nakamura-Nishimura, Rie Ommori,  

Kohei Ogawa, Fumi Miyagawa, Yasuko Mori, Mikiko Tohyama, Hideo Asada 

The Journal of Allergy and Clinical Immunology: In Practice 2021 Oct 28:S2213-

2198(21)01195-8. Online ahead of print. 

 



論文審査の要旨 

 

重症薬疹に、ヒトヘルペスウイルス 6 型（HHV-6）の再活性化を伴うことが特徴的で

ある薬剤性過敏症症候群（DIHS）があるが、その早期診断は困難であると言われてきた。

本研究では HHV-6 の侵入のために CD4＋T 細胞上で受容体として機能している OX40

に注目し、DIHS 患者において血清中の可溶性 OX40 値が高値であることを発見した。

また同じ DIHS 患者でも、採血する時期により値が異なり、発症早期に高値を示し、HHV-

6 再活性化とともに正常化することが明らかになった。本研究は、この可溶性 OX40 値

が DIHS の早期診断および予後予測の指標として有用である可能性を示した、非常に有

意義な研究である。 

可溶性 OX40 の数値の意義や、その患者間および疾患間におけるばらつきに関する質

問に対して、統計学的に処理することで十分臨床で使用できると返答されていた。また、

DIHS の発症予防に関する質問には、抗 OX40 受容体抗体の投与などが候補として上げ

られると答えられていた。今後のさらなる発展が期待され、参考論文と合わせて医学博

士の学位に値すると評価する。 
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とともに皮膚病態医学の進歩に寄与す

るところが大きいと認める。 
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